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☆第１部 テーマ☆

• いわゆる障がいって何なんだろう？

• 私たちにできること－合理的配慮－



いわゆる障がいって何なんだろう？



発達障がいは・・・

子育ての
仕方が悪
いんじゃ
ない？

厳しく怒ら
ないからじ
ゃない？愛情を注

いでいない
からじゃな
い？

脳機能の発達が関係する生ま
れつきの障がい



コミュニケーションや対人関
係、行動の抑制などどうしよ
うもない困り感を抱えている

アンバランスな様子が理解されない→困り感増大

発達凸凹

理解があって環境が整う→困り感激減！

周囲の対応や環境次第！



障がいって・・・

Aちゃん

Ｂくん

Ｃくん

Ｄちゃん

Eくん

生活の中で、
困っていると
感じている



障がいって・・・

Aちゃん

Ｂくん

Ｃくん

Ｄちゃん

Eくん

数の原理
多数派＞少数派



障がいって・・・

Aちゃん

Ｂくん

Ｃくん

Ｄちゃん

Eくん



障がいって・・・

Aちゃん

Ｂくん

Ｃくん

Ｄちゃん

Eくん

全ての人が その人なりに そのままで

その人らしく安心して生きられるように！！

障がい物になっているものを

できる限り取り除いていこう！

改善・克服するなど、その人がもってい
る、乗り越えなければいけないもの
ではなく
周囲の環境や関わり方を整える
ことで障がいと言えなく（軽減する）なる



私たちにできることって何だろう？

－合理的配慮－



• ２００６（H18）１２．１３ 障害者の権利に関する
条約（略称：障害者権利条約）を国連総会に
おいて採択

• ２００７（H19）９．２８ 障害者権利条約署名

• ２０１１（H23）８．５ 障害者基本法改正

第４条差別の禁止

• ２０１４（H26）１．２０ 障害者権利条約批准

• ２０１５（H27）２．２４ 障害差別の解消の推進
に関する基本方針

• ２０１６（H28）４．１ 障害者差別解消法施行

障害者差別解消法への流れ



障害者差別解消法 平成２８年４月施行





障害者を特別扱いするものではない！

障がい者を始め、これまで十分に社会参加
できる環境になかった人たちが積極的に

参加・貢献できるために・・・



合理的配慮について考え、
行う上で大切なこと

• 「合理的な配慮≠障がいのある人への配慮」

• 合理的配慮は、その人が潜在的に持つ力を発
揮できるようにするためのもの

• 配慮が当事者のニーズに基づいたものでなけ
ればならないこと

→ 「不要・不適切な配慮」に陥らないように

平成２７年10月１日発行文教月報10月号 愛媛大学教授 花熊 曉先生の原稿より





特別支援教育の対象の概念

小中学校

・１学級４０名が上限
（小学１年生は３５名）※市によって柔軟に
・少人数指導などのために加配
教員を配置（全ての学校ではない）
・人数が少なくなると複式学級も
・支援員の加配は確約しかねる

通常の学級

～義務教育段階～

《どんなところ？》

通級指導教室の応援よ
りも、よりたくさん本人
に応じた応援を行う。

・子どもたち一人一人の実態
に合わせて、少人数の指導
の時間と交流学習（集団）の
時間のバランスを考えたカリ
キュラムを作成
・上限が８名の少人数指導
※市町によって特例有

・学校体制によっては、柔軟
に個別の時間も検討可能

《種別》知的障がい、肢体不自由
、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言
語障がい、自閉症情緒障がい

特別支援学級《どんなところ？》

学校教育法施行令
第２２条の３にある
対象となる子どもに
、専門性のある手厚
い応援を行う。

・上限６名の少人数指導
※担任が２名入ることが多い
。

・子どもたち一人一人に
合わせたカリキュラムを
作成
※教科等は支援学校によっ
て異なる

・交流及び共同学習とし
て、地域の学校と交流す
る。
《種別》視覚障がい、聴覚障
がい、知的障がい、肢体不
自由、病弱

特別支援学校

《どんなところ？》

通常の学級に在籍している子どもを
対象に、集団の中での指導だけで
なく本人に応じた個別の応援を行う

・週１時間～週８時間程度
（※ 実際にはそこまで利用できない状況）

・個別指導、少人数のグループ学習
・LD、ＡＤＨＤの子どもに対しては、
指導の効果を考えて月１時間から

通級指導教室



平 等 公 正



授業内容が分
かり学習活動
に参加している
実感・達成感を
もっているか

塀の高さが違う＝多様な学びの場



見えにくい困り感・見えにくい障がいにも対応

一人一人の人権感覚が大事･･･

発達障がい

感覚過敏

（聴覚過敏・触覚過敏・味覚過敏など）

保護者が知的障がい等で字が読めない

保護者が外国の方

左利き などなど･･･



聞きながら板
書をするのは
難しい

口頭で説明さ
れるだけでは
分かりにくい

一度にたくさん
の指示がある
と忘れてしまう

日常生活の中だと・・・

計画的に物
事を進める
ことが苦手

支 援
なくては困ってしまう！
本人にとって必要なもの

適切な支援がないと自尊感情の低下
＝やる気のなさにつながる

支援は甘やか
しではない！



将来社会に出て行くまでに・・・

• 「みんなと一緒」にこだわらない！

• 本人にとってやりやすいやり方がある！

• それを選ぶことは恥ずかしいことではない！

自分がどうやったらうまくいくか
を知って、伝える力を育てたい！

うまくいくやり方を一緒に見つけて
サポートする！



ご清聴ありがとうございました



１分でつかれがとれる！指ヨガ呼吸法

「１分で疲れがとれる！指ヨガ呼吸法」
龍村 修 青春出版社


